
 

 

 

 

 

以以  文文  会会  報報  

愛知川小学校 以文会 

 令和４年 １０月 

 会 長 廣瀬壽美雄 

                   以 文 会 会 長  廣瀬 壽美雄 

 会員の皆様、日頃は以文会の活動にご理解賜っていますことを感謝申し上げます。今年もコロナ

ウイルスの勢力は衰えることなく、以文会行事もほとんど実施することができませんでした。ただ、

もちつき大会は高学年を対象に規模を縮小して、実施することにしました。小学校生活の思い出に

以文会の役員と学校教職員で予定しています。期日は１２月２日（金）です。お手伝いいただける

方がおられましたら、ぜひ、ご協力をお願いします。（学校までご連絡ください。） 

 さて、行事ができない分、以文会で子どもたちに何かできることはないかと考え、児童の登下校

での安全を祈り、愛知川小学校独自の登校旗の製作をさせていただきました。その登校旗には、子

どもたちが考え、引き継がれている「愛がいっぱい 愛知川小」というキャッチフレーズを前面に

入れて製作をいたしました。毎日の登下校で班長さんが旗を振ってくれています。児童が登下校し

ているところを見かけたときには、ぜひ、登校旗にご注目ください。 

 さて、小学校では、地域と共にある学校づくりを目指し、「コミュニティースクール」に取り組

んでおられます。この一環として学校支援ボランティアを募集されており、家庭科のミシンボラン

ティア、トイレ掃除ボランティア、昔遊びの先生など、地域の方が学校教育の場でも活動されてい

ます。私たち、以文会としても愛知川小学校ＯＢの会として支援すべきだと考えています。会員様

のご協力をお願いもうしあげます。 

 いろいろとお願いしましたが、私たちの母校です。共に前向きにがんばりたいと思います。今後

とも、よろしくお願いいたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 

                   愛知川小学校 校長 上村 ひとみ 

 今年も残すところ２ヶ月余りとなりました。会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと存じま

す。平素は、本校教育の推進に格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、１学期に遡りますが、７月１日（金）に、滋賀県教育員会が主催する｢ふれあい教育対談｣が本校に

て執り行われました。当日は、滋賀県教育委員会より３名の教育委員様をはじめ、５名の事務局の皆様

方、本町の教育長様、課長様、参事様をお迎えし、約２時間に渡って、学校視察と本校職員との教育懇談

会を実施させていただきました。 

対談の冒頭で、私は、「本校は、中山道に面した創立１４４年目の伝統校でございます。同窓会である

『以文会』は、学校が創立されて２，３年後に発足し、愛知川小学校は、『以文会』と共に歴史を刻んできた

と言っても過言ではありません。『この愛知川小学校が大好きです。この学校のために自分ができることをさ

せていただきます。』といった地域の皆様のお言葉、ご支援・ご協力に支えられて今日まで来ました。」と述

べました。  

 今年度も｢あいがいっぱい愛知川小」を合言葉に、教職員が一丸となって児童と共に様々な教育活動を

展開中です。今後とも、｢あい・愛」が溢れる愛知川小学校をご支援くださいますようお願い申しあげます。 

 なお、最後になりましたが、以文会役員の皆様には、役員会への出席、会費徴収等にご尽力いただいて

いますことに、教職員一同、心より感謝申しあげます。 

 

児童が安全に登校できることを願い、愛知川小学校オリジナルの登校旗を製作し、 

寄贈いたしました。旗には、「以文会」の名とともに、令和２年度から引き継がれて

いる「愛がいっぱい愛知川小」のキャッチフレーズを入れました。 

 

本校の学力向上の取組が全国的な教育コンテスト「ＮＩ

ＴＳ大賞」において入選しました。（全国で 11校が選出） 

学級みんなで出し物を考え、子どもたちの力で運営する「愛

知小まつり」が昨年度より始まり、12月に開催しました。 

～母校の話題をお伝えします～ 
愛愛愛がががいいいっっっぱぱぱいいい愛知川小ＮＥＷＳ 

愛知小まつり 

６年生による以文会館そうじ ＩＣＴを活用した授業 

昨年度より、一人一台のタブレットが導入さ

れ、日々の授業の中で有効に活用しています。 

令和 3 年度卒業生が卒業前の３月に以文会

館をそうじしました。 


